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市民の科学リテラシー向上のための取り組み

Efforts to improve citizen’s scientific literacy

要旨：科学は文化を発展させるための技術革新のみならず、市民の健康で安全な生活に寄与することや、
自然災害やそれに伴う原発事故等の偶発的または突発的事態に対し、市民が正しく判断し、行動できる能
力を支援することも、その役目の一つである。そのため市民には、情報の科学性を認知する力や、実験・
観察等自分の手で考えの正しさを確かめる力、結果が何を意味するのが自分の頭で考え、判断する力、根
拠に裏打ちされた科学を使いこなす力等が要求される。日本の義務教育レベルは世界でも定評があり、日
常生活では小学校・中学校の理科で大部分は解決できるものである。ところが、一般成人の科学力は先進
国中最下位のレベルにあることも指摘されている。日本人の多くは、科学を生きるための知恵として活用
していない。ここでは、些細な取り組みではあるが、理科の一教師として、市民の科学リテラシーを向上
させるために取り組んできた活動を述べる。
【キーワード】科学リテラシー、理科教育、科学教室、サイエンスカフェ、疑似科学

Abstract：In addition to technological innovation to develop culture, science contributes to the health 
and safe living of citizens, supports citizens to better predict accidental or unexpected situations such 
as natural disasters and nuclear accidents accompanying it. For that purpose, the citizen need to have 
the ability to recognize the scientific trustworthiness of information, to verify the correctness of the 
idea with experiments and observations by themselves, to think and judge what the result implies in 
their minds, to master the science backed by scientific basis. The level of compulsory education in 
Japan is well established in the world, and in daily life most of it can be solved by elementary and 
junior high school science. However, it is pointed out that the scientific literacy of Japanese peeple is at 
the lowest level among developed countries. Most Japanese are not have the scientific knowledge for 
their lives. I will describe the activities I have been working on to improve the scientific literacy of 
citizens, as a continuous effort, as a teacher of science.
【Keywords】�science literacy, science education, science classroom, science cafe, pseudo-science
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　小さな子どもはいろんなことに興味がつきない。目に
触れ、耳に聞き、手に取り、匂い、味、五感で感じるす
べてのものに関心を持つ。歩いていても水たまりがあれ
ば足でたたいて水しぶきを上げ、壁がトタンの波板なら
棒をすべらして音を立てる。壁に穴が開いていればのぞ
き込んだり、指をつっこんだりする。昆虫や動物、植物、

岩石や星とあらゆるものがその対象である。子どもは生
まれながらにして科学者である。その科学の芽を摘むの
は大人の保護者や祖父母、ひいては学校の先生や子ども
を取り巻く社会かも知れない。子どもの行動に対し、「汚
いから触ってはいけません」の汚いとは人が勝手に作っ
た基準。フンコロガシにとって糞は貴重な食糧であり、
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栄養源である。牛糞を住居の壁に塗り込んだり、食事の
燃料にしたりしている民族もいる。「気持ち悪いから持
ち帰らないで」の気持ち悪いも人の主観。蛇やトカゲを
愛しいと思い、飼いたいと願う子どもたちもいる。自然
に対する子どもの要求を規制することは、科学への興味
を否定し、子どもが将来持つべき科学感を後退させるこ
とになる。科学は本来「なぜ」そうなるのか、それは「な
ぜ」正しいのかと、あらゆる事象への疑問から始まる。
大人が子どもの疑問を、「うるさい」、「知らない」、「そ
んなことはどうでもいい」などと否定したり無視したり
することは避けたいものである。「理科離れ」という言
葉が聞かれるようになって久しいが、子どもたちが理科
を嫌いな訳ではない。現に中学校で一番好きな教科は理
科である。
　平成28年12月の中教審答申で、「幼稚園、小学校、中
学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改
善及び必要な方策等について）1）」の「予測困難な時代に、
一人一人が未来の創り手となる」では、「様々な情報や
出来事を受け止め、主体的に判断しながら、自分を社会
の中でどのように位置付け、社会をどう描くかを考え、
他者と一緒に生き、課題を解決していくための力の育成
が社会的な要請となっている」とあり、また同じく「学
校教育を通じて育てたい姿」に、「主体的に学びに向かい、
必要な情報を判断し、自ら知識を深めて個性や能力を伸
ばし、人生を切り拓（ひら）いていくことができること」、
「試行錯誤しながら問題を発見・解決し、新たな価値を
創造していくとともに、新たな問題の発見・解決につな
げていくことができること」とある。これを受けた平成
30年の新しい学習指導要領の考え方2）では「何を理解し
ているか、何ができるか（生きて働く「知識・技能」の
習得）」。高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説総
則編〈抄〉3）で、「教科の特質に応じた学習過程を通して、
知識が個別の感じ方や考え方等に応じ、生きて働く概念
として習得されること」としている。これこそ、従来の
知識偏重を改め、生きていく上での本当の力となる「知
恵」となる理科教育への改善を謳っており、従来の教科
書をより探究的に、問題解決の科学的過程を踏まえた記
述に変えるよう指示している。

１．子どもと保護者の科学教室
１－１　科学遊び広場
　「科学遊び広場」4）は、筆者の子ども時代の体験から、
子どもたちが気軽に、無料で参加し、科学を体験する場
を提供する活動であり、筆者のライフワークでもある。
筆者が小学生の頃、鳥取市立児童会館で科学実験を中心

とした教室が開かれ、同級生がそこで得た科学工作物を
小学校に持ち込み、クラスで自慢していた。しかし、そ
の教室に通うには保護者の理解と会費が必要であり、小
遣いの少ない時代であり、全ての子どもに開かれたもの
ではなかった。
⑴　科学遊び広場の目的
　「科学遊び広場」は、子どもたちが遊びをとおして科
学を学び、科学の楽しさを知り、科学への興味を養うこ
とをめざした催しである。子どものときより自然に学
び、科学に接する喜びを知ることは、将来の生活や環境
の中に問題点を科学的に見いだし、自ら解決していく態
度を養うのに有効である。科学の楽しさを知った子ども
たちは、科学的態度を身につけ、将来の科学技術を発展
させていく人材になる。また、科学を家庭に持ち帰り、
家族を通じて市民の科学力向上に貢献するものと考える。
⑵　科学遊び広場の立ち上げ
　平成７年１月17日に発生した兵庫県南部地震は、自然
の力が人知をはるかに超えたものであることを知らしめ
た。自然災害に対する、一市民としての理科教師の役割
を改めて認識するとともに、故郷の鳥取市へＵターンし、
地域の科学力を高める活動を行う決意を固めた。
　当時筆者は、神戸大学教育学部理科第一教室を会場に、
兵庫県教育工学会理科ニューメディア部会を主宰し、若
い理科教員とともに、電子回路やパソコンを用いた教材
開発や、その活用方法などの学習会を、月１度のペース
で行っていた。その後兵庫県内の物理教師の間で研究会
を持ちたいとの話が持ち上がり、平成６年に兵庫物理
サークルを立ち上げ、同じ会場（発達科学部に改組）で
研究会活動を始めた。しかし、ハンガリーでは教員や大
学院生が市民の間に入り、市民の科学力を高める活動を
日常的に行っていることを知り、鳥取では研究会や学習
会ではなく、子どもたちや一般市民の科学リテラシーを
高める場を提供することを思い立った。当時鳥取市には、
元鳥取大学理科教育研究室教授内川英雄の元に集まって
いた木曜会という研究会が存在し、筆者の高校の先輩で
ある濱崎修が中心になっていたことから、新たに若い理
科教員を加え、「科学遊び広場」を組織した。最初の科
学遊び広場は、筆者が鳥取市に帰って７か月後にスター
トした。高校後輩の浅倉俊一が館長を務めていた美穂公
民館から要請があり、千代川の河原で、美和小学校の児
童35名とその保護者が参加し、水ロケットや熱気球、巨
大シャボン玉、アルミ缶つぶし、ドラム缶つぶしを行っ
た（図１）。このとき、賀露地区から特別参加した藤田
充は、筆者の提案（茨城県の総和おやじの会が子どもた
ちに手製の科学遊具を提供していたことより、賀露小学
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校の保護者でおやじの会を結成してはどうか）を受け入
れて賀露おやじの会を創設し、いっしょに科学教室を開
催することになった。科学遊び広場は現在までに300回
を超える科学イベントを行っており、筆者の開発したオ
リジナル実験や科学工作を中心に、科学を学ぶ楽しさと
すばらしさを伝えている。図２は筆者の開発した科学教
材の１例である。左は発泡ポリスチレンでできた小型の
凧であり、「飛べ一反木綿」の商品名で、水木しげるロー
ドの妖怪神社を併設している「むじゃら」で販売してい
る。右は「プラコプター」で、神戸高校の自然科学部の
生徒と２年間かけて開発した浮上するコマであり、日本
テレビの伊藤家の食卓で有名になった。以下に活動の様
子を記す。詳細は科学遊び広場の Web Page6）を参考に
されたい。
⑶　子ども科学教室の主催
　平成８年に賀露港で、賀露小学校の児童を対象に、兵
庫物理サークルのメンバー８名といっしょに十数ブース
を準備した「海の遊び広場」を開催した（図４、５）。
平成10年には中国電力の依頼を受け、用瀬運動公園で「エ
ネルギアふれあい夏祭り in 用瀬」を開催し、平成13年

には賀露おやじの会の藤田充の運転で、３t トラックに
ホバークラフトや振動モーターカー、パイプホンなどの
自作大型装置を積み込み、「アットホーム（福井原子力
センター）」で3,500人を集めて「サイエンスキッズ in 福
井」を開催した（図６、７）。
　この年より、鳥取市内の各地で、児童を対象に大型イ
ベントとしての科学遊び広場を始めた。平成17、18、20

図１　千代河原での科学遊び広場 図３　海の遊び広場で太陽炉を設置

図２　オリジナル科学工作（左：飛べ一反木綿、右：プラコプター） 図４　海の遊び広場で放物面鏡で音を集める

図５　海の遊び広場でクラドニ図形を実験
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年は、鳥取砂丘こどもの国で科学教室を担当した。また、
会場をわらべ館イベントホールや地場産プラザわったい
な（平成23年、わったいな主催）、湖山池情報プラザ（平
成21、22、23年）を利用しての開催も行った。
⑷　大型科学イベントへの参加
　財団法人日本科学技術振興財団（JSF）の「青少年の
ための科学の祭典全国大会」に、科学遊び広場のメンバー
とともに22年間ほぼ毎年参加した。この大会は、今の子
どもたちに実体験の場が消え、科学の魅力を体験できる
機会が少ないということで、平成４年）に「青少年のた
めの科学の祭典」が東京の科学館を会場に始まった。理
科や数学の全分野を網羅した多彩な実験や工作が効果的
に展開している。筆者はオリジナルの「プラコプター」、
「ミニ・パラグライダー」（図８左）、電流を流すと縮む
形状記憶合金を用いた「尺取り虫ロボット」、「亀ロボ」
（図８右）などを出展した。
　筆者もメンバーのわかとり科学技術育成会主催の平成 

10年度「とっとり科学の祭典」から、４年間にわたる「青
少年のための科学の祭典鳥取大会」、その後の鳥取県東
部地区の「とっとり子ども科学まつり」、それに続く「ク
リスマスレクチャー」など、科学遊び広場は運営やブー
ス・ステージの中心となって活動していまする。また、
平成10、11年の中国電力のエネルギア・サイエンスキッ
ズ、平成10年の米子コンベンションホールでの産業技術
フェア、平成14年の鳥取県民文化会館での生涯学習フェ
スティバルまなびピア2002 in 東部にもブース参加した。
⑸　科学教室の出前
　平成７年に科学遊び広場を立ち上げて以来、公民館や
集会所、小学校などに出向き、150回以上の子ども向け
科学教室を開催している。平成17年からは科学技術振興
機構（JST）の地域支援活動（草の根型）を利用した科
学遊び広場を、青谷地区公民館、賀露地区公民館、鳥取
ガスショールーム「サルーテ」などで定期的に開催して
いる。また、小学校の PTA 活動や鳥取ガス祭（サルーテ、
岩美支店）などにも出向いて科学教室を行っている。平
成23年には西日本の朝鮮人学校の児童の合宿「ミレ・キャ
ンプ」（福山市少年自然の家）で120名にプリーズ・フリー
ズ・ミー（－196℃の世界）、圧電ライトの製作等の科学
実験を行った。
⑹　海外での活動
　平成14年にハワイ州ホノルルの Mid-Pasific Institute
（中高一貫校）の１年生（日本の小６）70名に「空力翼
艇（図９）」や「アルソミトラのグライダー」などの教
室を、平成17年には中国浙江省杭州市大関実験小学校の
５年生30名に「プラコプター」と「アルソミトラのグラ
イダー」の教室を、平成23年にはソウル市タンゴ小学校
６年生35名に「ミニ・パラグライダー」の教室を行った。

図６　サイエンスキッズ in 福井での液体窒素の実験
図８　�オリジナル科学工作　左：ミニパラグライダー、右：形状

記憶合金を用いた亀ロボ

図７　サイエンスキッズ in 福井でのホバークラフト液体窒素実験
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１－２　わかとり科学技術育成会
　筆者が東部地区会長を務める「わかとり科学技術育成
会」は、鳥取県唯一の全県規模での科学イベント実施団
体であり、毎年、県の東中西で科学の大会を開催すると
ともに、学校等に出向いた科学教室を行っている。
⑴　科学技術育成会の目的
　「わかとり科学技術育成会」は、小学生を中心に未就
学児から中学生までの幅広い子どもたちに科学を体験す
る場を提供する団体である。児童生徒が科学のおもしろ
さや楽しさを身近に体験し実感できる場を創出すること
により、科学への興味や関心を引き出し、更には創造力
や発想力を醸成するなど、次代を担う人材の育成に貢献
することを目的としている。現在鳥取、倉吉、米子の都
市部のほか、「鳥取市さじアストロパーク」等で実験教室、
学校等で出前科学教室を行い、科学の面白さや楽しさを
伝える活動を続けている。子どもたちの保護者に対して
も、科学は、生活に密着し、生活を支える、生活をより
豊かにする大切なものであると認識して活動している。
また、この活動に触れることで、科学が原因となるエネ
ルギーや環境などのさまざまな諸問題が、自分たちに

とって身近であると考えるようになり、自分たちで判断
し、行動できるようになる人材の育成を望むものである。
⑵　わかとり科学技術育成会の立ち上げ
　筆者がＵターンした当時、全国に広がりつつあった「青
少年のための科学の祭典」のような大型の科学イベント
は鳥取県内には存在しなかった。このイベントの誘致を
科学遊び広場で検討していたところ、平成10年に当時鳥
取西高校教諭の谷口博士が「青少年のための科学の祭典
鳥取大会」の誘致に成功し、その年鳥取県立博物館を会
場にプレ大会「とっとり科学の祭典」を開催し、1,400人
ほどの親子がパイプホンや反射鏡などの屋外の大型展示
（賀露おやじの会が製作）やブースの科学実験・工作を
楽しんだ。平成11年より本大会「青少年のための科学の
祭典　鳥取大会」が開催され、会場を鳥取県民文化会館
に移した。県の中西部持ち回りでの開催にするため、平
成13年には倉吉未来中心、平成14年は米子コンベンショ
ンセンターで行った。鳥取県はこれらの科学イベントを
支援することを決定し、平成15年より大会名称を「とっ
とりこども科学まつり」に変更し、産業技術フェアと併
催で鳥取産業体育館を会場した。また、従来の中学高校
の教員、社会人有志を中心とした運営に限界を感じ、鳥
取大学教授の山岸正明を会長に、小中高大の教員と、科
学を愛する社会人有志が集まり、賀露おやじの会が事務
局となって「わかとり科学技術育成会」が発足した。
⑶　活動の記録
　わかとり科学技術育成となってからの最初の大会は、
平成16年の米子産業体育館での「とっとりこども科学ま
つり」である。平成17年は鳥取産業体育館が会場となり、
この年以降、東部地区でクリスマスレクチャーが始まっ
た。平成18年の倉吉体育文化会館の後、鳥取県の方針で、
東部中部西部の県内３地区の持ち回りではなく、毎年３
地区で開催することになった。それにともない、各地区
での大会名称は「米子こどもの科学教室20XX」、「中部
こども科学まつり20XX」、「クリスマスレクチャー20XX 
in とっとり」となり、それぞれ県立武道館、倉吉体育
文化会館、鳥取県福祉人材研修センターを主会場に開催
されてきたが、東部地区は平成28年より会場を公立鳥取
環境大学へ移した。これらの大会と平行して、「わかと
り科学虎の穴」と称して中学生対象の科学教室（図11）
や、さじアストロパーク、中国電力、鳥取ガス、日本化
学会等と共催でこども科学教室を開催し、鳥取短大、国
立米子高等専門学校、県立米子東高等学校等でテーマを
限定した科学教室を展開している。
　活動の詳細は、わかとり科学技術育成会の Web 
Page5）及び報告書6）を参考にされたい。

図９　Mid-Pasific Institute での空力翼艇の製作

図10　タンゴ小学校でのミニ・パラグライダー教室
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⑷　クリスマスレクチャー20xx in とっとり
　平成17年より「クリスマスレクチャー20XX in とっと
り」を東部わかとりで実施している。この大会は県の東
部地区最大の子どもたちのための科学イベントであり、
冬休みのクリスマスに合わせ、楽しい科学に触れてもら
うことを意図している。鳥取県立博物館、鳥取砂丘こど
もの国、県民ふれあい会館、鳥取県福祉人材研修センター
と会場が移り、平成29年より公立鳥取環境大学学生セン
ターを使っている。本学が主会場になったことを機会に

本学学生の参加を促し、科学部、生物部、天文部、アト
リエ TUES 等、学生のブースを増やし、弦楽部のクリ
スマスソングの演奏を添えている。また、運営ボランティ
アも教職課程の学生を中心に、本学学生が担っている。
平成18年のポスターを図12に示す。ブースは組手什ブ
ロックで遊ぼう、念力ふり子、ソーマキューブ（パズル）、
木のつみき、ガリガリプロペラ、ストラップ作り（ポリ
マークレイ）、キリンさんのピザ、こどもエコドライブ
自動車学校、サザエの解剖、カイロをつくろう、CD ホ
バークラフト、紙コップロケット、圧電イルミネーショ
ン、魚洗鍋（水の共振）、立体投影（アナグリフ）、もど
り車（ゴムが蓄えるエネルギー）、あお虫君にげろ（磁
石工作）、立体　北斗七星、魚が骨に（光の全反射）、巨
大イクラ（化学反応）、出張 TUEZOO 生物を見よう　
触れよう　感じよう、飛び出すサンタ絵本（弾性）、サ
ンタロケット（運動量）、クリスマスリースである。
　図13は運営スタッフを、図14はブースでの活動の様子
を示した。

図14　クリスマスレクチャーのブースの様子図12　クリスマスレクチャーのポスター（平成30年）

図13　クリスマスレクチャーの運営スタッフ

図11　本学での中学生対象 arduino 講座



― VD15 ―

足利　市民の科学リテラシー向上のための取り組み

１－３　ジオパーク科学教室
　山陰海岸ジオパークは鳥取県、兵庫県、京都府にまた
がる山陰海岸国立公園とその周辺からなるジオパークで
あり、山陰海岸地域にある地質遺産を保護・保全するほ
か、ジオツーリズムや教育・研究への活用、地域社会へ
の貢献等を行っている。ジオパークは科学的に見て特別
に重要で貴重な、あるいは美しい地質遺産を含む一種の
自然公園であり、ジオパークの活動は、地質に関する自
然遺産を保護するだけでなく、教育や地域の活性化に活
かしていこうとする特徴を持っている。
⑴　ジオパーク科学教室の目的
　ジオパーク活動の次世代を担う層、主に幼児～中学生
以下の子どもを対象とした啓発活動がジオパーク科学教
室である。山陰海岸ジオパークに関する展示や、地球科
学又は理科教育に関する体験を行うことで、山陰海岸ジ
オパークの普及・啓発及び地球科学や郷土の自然に興味
関心を抱き、学ぶ意欲を醸成することを目的としてい
る。　また、本学の学生が運営とブースボランティアを
行うことにより、環境教育への関心を高めるとともに、
ジオパーク活動への理解を高めることにつながっている。
⑵　ジオパーク科学教室の立ち上げ
　鳥取県立博物館付属山陰海岸学習館（現在山陰海岸ジ
オパーク海と大地の自然館）が中心となり、平成27年に
鳥取県から本学へ事業が委託されることになった。主催
は公立鳥取環境大学・鳥取県（山陰海岸ジオパーク海と
大地の自然館）である。筆者はわかとり科学技術育成会
での科学イベントの手法を真似て、構想を立て、企画と
運営に参加した。また、年間３回程度サイエンスカフェ
を本学まちなかキャンパスと山陰海岸ジオパーク海と大
地の自然館で行うこととなった
⑶　活動の経緯
　第１回大会はこの年「さかな君」をゲストに迎え、かにっ
こ館や新温泉町山陰海岸ジオパーク館、鳥取県立岩美高
等学校、鳥取大学、さじアストロパーク等を招いてかにっ
こ館や新温泉町山陰海岸ジオパーク館、鳥取県立岩美高
等学校、鳥取大学、さじアストロパーク、本学教員のブー
ス協力等を得て開催した。この年は年に２回開催した。
　毎回ブースは15～20程度設置し、生物や地勢、宇宙な
どに関する実験・観察、工作教室やポスターや写真展示
などを行っている。ブースの内容は体験から学ぶものが
中心で、太陽から時間を読み取る腕時計、砂絵、化石の
レプリカ、海藻を使った押し葉、万華鏡、バルーンから
お菓子を落下させ、落ちる場所を予測するゲーム、ジオ
パークを題材とするカルタあそび、ざりがに釣り、海の
生き物に触れる「タッチングプール」、キッチン地球科学、

岩石と偏光顕微鏡のふしぎ、砂粒を観察しよう、砂で万
華鏡、三朝の温泉水を使った実験、砂礫の沈殿、鳴き砂
体験、ジック・アース、飛べ　トビウオ飛行機、地質図
クイズ、ペーパークラフトで学ぶ地球・宇宙のしくみ、
化石レプリカ作り、火山灰中の鉱物を観察しようなどが
あり、子どもたちは保護者とともに真剣なまなざしで取
り組んでいた。現在は本学の学生の参加サークルを増や
している。クリスマスレクチャー参加サークルの他に、
写真部がジオパークの写真を展示している。また、弦楽
部は自然をテーマにした演奏を行っている。図15に科学
実験教室のポスターを、図16に科学実験教室用に開発し
た教材を示した。

図15　 科学実験教室のポスター（平成30年）

図16　�科学実験教室用に開発した教材（左：飛ぶ蝶のしおり　右：
ヌメ皮で作るオオサンショウウオ）
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１－４　公開講座
　子どもたちが夏休みにはいった８月初旬に、本学主催
の小中学生を対象にした科学工作の公開講座を行ってい
る。小学校での ICT 教育が始まり、プログラミングが
教えられるため、保護者の要望も強い。低学年向けには
簡単な工作を中心とし、高学年向けには arduino を用い
た電子工作によるロボットの制御を行っている。通常の
科学教室より時間が長い（３時間）ため、腰を落ち着け
て取り組める内容にしている。図17に公開講座用に開発
した教材を、図18に公開講座の様子を示した。

２．サイエンスカフェ
　サイエンスカフェは、従来の講演会・シンポジウムと
は異なり、科学の専門家と一般市民が、喫茶店など身近
な場所でコーヒーを飲みながら、同じ目線に立って科学
について気軽に語り合う場をつくろう、というイギリス
やフランス発祥の試みである。市民が最先端の科学を身
近に学ぶことができるため、市民の科学リテラシー向上
に大いに貢献することができる。鳥取県では継続したサ
イエンスカフェの取り組み例はなかったため、筆者は子

ども科学教室と並ぶライフワークの一つとして、サイエ
ンスカフェを位置づけている。サイエンスカフェでは講
師に相当する話題提供者をゲストと呼び、会の進行を運
営する司会者に相当する者をファシリテーターと呼ぶ。
筆者はそのファシリテーターを務めている。サイエンス
カフェではゲストは最初に30分程度話題提供をし、その
あと参加者が比較的長時間自由に質問したり、議論した
りすることができる。

２－１　サイエンスカフェ鳥取
　市民が科学の成果を享受し、健康で安全な暮らしのた
めに科学意識を高めることを目的として、平成19年に鳥
取市若桜街道沿いのレストラン「カフェソース」を会場
に、第１回のサイエンスカフェ鳥取「BSE と鳥インフ
ルエンザ対策」を15名の参加者で開催した。この年度は
４回実施し、20、21年度は予算の目途がなく中断し、22
年度に５回、23年度は本学の小林朋道教授もゲストに招
き４回、24年度は６回、25年度は４回実施した。会場費
やゲスト謝金は、鳥取市市民まちづくり提案事業や地域
の科学舎推進事業、鳥取銀行青い鳥基金などの支援を受
けた。平成26年度からは本学の支援を受けるようになり、
会場も本学まちなかキャンパスを使うことになりい５回
実施した。27年度は６回行ったが、うち１回は米子サテ
ライトキャンパスで「周期表のひみつ」を行った。図19
にサイエンスカフェ鳥取のポスターを示す。
　28、29、30年度はそれぞれ５、４、３回ずつの実施で
ある。最近では、インターネットなどを通じて科学情報
や専門知識を簡単に入手できるようになったが、その一
方で情報過多となり、一般市民には科学がなかなか見え
てこなくなっている。そのため、疑似科学が堂々とまか
り通り、サプリや健康食品、健康器具等、効果の無い商
品が堂々と宣伝され、購入されている。誤った情報によ
る健康や安全性に問題がある商品が非常に多く売られて
いる。そのため、サイエンスカフェ鳥取で最も多いテー
マは疑似科学、ニセ科学であり、大阪大学教授の菊池誠、
京都女子大学名誉教授の小波秀雄を複数回、法政大学教
授の左巻健夫をゲストに迎えている。また、免疫学も理
化学研究所チームリーダーの茂呂和世（図20）他２回、
スポーツ医学も行った。最先端の科学分野では、ノーベ
ル賞候補の京都大学名誉教授佐藤文隆による相対性理論
を創始した「アインシュタインの４つの顔」（図21）や、
当時理研（現在九州大学教授）の森田浩介による109番
目の元素の発見を述べた「新元素の探索　―現代の錬金
術―」、超弦理論、シュレディンガー方程式を用いたビ
タミンの解析等を取り上げた。最先端技術ではスーパー

図18　夏休み公開講座の様子

図17　�公開講座用に開発した教材（左：ゴム動力式ボート　右：
arduino で動かす4足歩行ロボット）
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コンピュータ京や宇宙エレベーター、ロボットと AI 技
術等を扱った。宇宙関係では三朝の岡山大学惑星物質研
究所の中村栄三博士によるハヤブサが持ち帰ったイトカ
ワの試料を分析した経緯を解説した「三朝で構築された
地球惑星物質総合解析システムとその応用」、JAXA の
技術者によるハヤブサのイオンエンジン、太陽表面の観
察と地球温暖化、ブラックホールと重力波天文学等を
行った。また、防災関係ではプレート境界地震のしくみ、
地球掘削で探る巨大地震、福島原発を読み解く、紫外線
等を扱った。理論が困難な飛行機が飛ぶしくみについて

は、流体力学の専門家神奈川工科大学教授の石綿良三に
よる「流れのふしぎ」を行った。
　一般市民の他に、小中学生を中心とした楽しい科学が
学べるサイエンスカフェも開催しており、おもしろい化
学の世界、周期表、身近な宇宙、科学マジック等も行っ
ており、特に神戸村野工業高等学校教諭の北野貴久によ
る科学マジック（図22）は子どもたちに大人気で、会場
に入りきれない程の参加者の応募がある。

２－２　ジオパークサイエンスカフェ
　ジオパーク科学実験教室とともに平成27年よりジオ
パークサイエンスカフェを本学まちなかキャンパスと岩
美町のジオパーク海と大地の自然館に加え、平成30年よ
り岩美町の本学むらなかキャンパスでも開催している。
年間３回程度実施し、筆者は本学特命准教授の太田太郎
とともにファシリテーターを務めている。図23にジオ
パークサイエンスカフェのポスターを示した。
　最初のサイエンスカフェは京都大学名誉教授の田中克
による「チリメンモンスター教室～魚の赤ちゃん、命を
かけた大冒険～」である。チリメンモンスター探しは、
以降数回行われ、子どもたちに大人気である。他のテー
マには、日本列島の生い立ちを考える岩石図鑑作り（図
24）、宇宙人探索、山陰海岸の中心鳥取砂丘で実証実験

図21　京都大学名誉教授佐藤文隆の「アインシュタインの４つの顔」

図20　�理化学研究所チームリーダー茂呂和世の「アレルギーを引
き起こす新しい細胞の発見」

図19　サイエンスカフェ鳥取のポスター（平成30年度）

図22　神戸村野工業高等学校教諭の北野貴久による科学マジック
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が繰り返された、チーム HAKUTO の月面探査競争等
がある。平成30年には本学元教員で現在伊豆半島ジオ
パーク推進協議会専任研究員の新名阿津子による、伊豆
と山陰を描いた文豪の作品や歌詞を紹介し、地域文化を
産み出し支える「ジオパークのブンガク」が開催された。

３．子どもたちに科学を指導する学生の育成
　平成26年に本学に誕生した科学部を、機会あるごとに、
市民の科学リテラシー向上のイベントに参加させること
にした。わかとり科学技術育成会が主催するクリスマス

レクチャーの他、さじアストロパークとわかとり共催の
夏の星祭り、秋の月祭りでの科学教室を担当し、またア
ストロパーク館内での子どもたちのイベントの運営を手
伝っている。平成27年にはたつの市青少年館こどもサイ
エンス広場のオープニング行事を担当し、アルソミトラ
のグライダーや因幡のワニ凧、光万華鏡、潜望鏡、偏光
板によるブラックウォール等の工作を200名を超える子
どもたちに教えた（図25）。また、平成29年より北イオ
ン１階のエスカレーター横で、科学教室を月１回開催し
ている。主に幼児から小学年低学年以下の子どもを対象
にした、短時間で手軽にできる工作を行っている。その
ため、数秒待つと下敷きを切ったバネでカエルやエイリ
アンが飛び出す「本当に飛び出す絵本」や、３ D プリ
ンターで胴体を作成した蝶やドローン等、子どもが飛び
つき易い工作を開発している（図26）。また、科学部は

図26　�小さな子ども用に開発した教材（上：輪ゴムドローン　下：
本当に飛び出す絵本）

図25　たつの市青少年館出前科学教室でのブラックウォール作り

図23　ジオパークサイエンスカフェのポスター（平成30年）

図24　�神戸親和女子大学教授の觜本格による「日本列島３億年の
歴史を語る岩石実物図鑑」
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鳥取市内の小学校や地域のボランティア団体からの科学
教室の要請を受けた活動を、年間数回実施するように
なった。平成30年２月には、山陰酸素グループの安来市
のさんそ学習館ケイオスに48名の子どもたちとその保護
者を集め、科学部によるサイエンスショーが行われた。
当時４年生の三好正隆が講師となり、水分子や酸素分子
の模型を製作し、分子の構造について学んだ（図27）。
　また、天文部はさじアストローパークでの活動（図
28）に加え、鳥取駅前風紋広場（図29）や国府町のコミュ
ニティーセンター、河原城等で、市民のための星取県を
応援する観望会に協力している。

４．謝辞
　子どもたちや市民のための活動は、多くの方々に支え
られて実現したものである。とりわけ科学遊び広場の先
生方やわかとり科学技術育成会の皆様、賀露おやじの会
の皆様、本学教職員の皆様、科学部・天文部をはじめと
する学生サークルの皆様、各種イベントに協力いただい
た参加者の皆様、イベントを企画していただいた多くの
皆様に感謝いたします。また、鳥取県の科学の発展に貢
献したとして、日本化学会第26回（平成20年度）化学教
育有功賞をいただきました。これを励みに、ますます市
民の科学リテラシー向上のため、頑張っていきたいと思
います。
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図27　さんそ学習館ケイオスでのサイエンスショー

図28　さじアストロパークでの科学教室

図29　風紋広場で市民に説明する天文部員


